
別紙

Ⅰ．事業評価総括表
（単位：円）

（備考） 事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接
交付金事業者名

交付金事業に要した
経費

交付金充当額 備考

4,400,000

総事業費
11,502,000
（事業実施主体
（市町村）の総事
業費）

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

総合保健福祉センター
温水プール運営管理事業

箱根町 4,400,000



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等措置

総合保健福祉センター
温水プール運営管理事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 箱根町

交付金事業実施場所 箱根町宮城野８８１－１

交付金事業の概要
総合保健福祉センター温水プール運営管理を委託
・　プール使用者の安全を確保するために必要な監視、管理
・　不測の事故に対する迅速な処理、対応

総事業費 11,502,000 交付金充当額 4,400,000

うち文部科学省分 0

うち経済産業省分 4,400,000

交付金事業の成果目標

　当該施設は、近隣に類似施設はなく、地域住民の体力向上と健康増進を図るために必要とされています。ま
た、維持管理をするうえで、プールの使用者の安全を確保するために、必要な監視、管理及び不測の事故に対す
る迅速な処理、対応をする必要があります。本交付金を用い事業を行うことで、これらの運用が可能となりま
す。
有資格者のプール監視員（日本赤十字社の救急救助法認定有資格者、又はこれに関する機関が認定する資格を有
する者）を常勤させプール場内の巡回等監視業務を行うとともに、水質検査等適切なプール運営管理を行うこと
により、利用者の安全確保を図ることを目標とします。

交付金事業の成果指標 水質・不測の事故件数を0件にします。



（備考） （１）　事業ごとに作成すること。
（２）　番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

具体的に記載すること。
（４）　交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）　交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（６）　交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
（７）　成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、

第三者機関等の名称及び構成員等を記載すること。

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の成果及び評価

有資格者のプール監視員（日本赤十字社の救急救助法認定有資格者、又はこれに類する機関が認定する資格を有
する者）を常勤させプール場内の巡回、遊泳者の監視、溺者の救助など温水プール監視業務を行い使用者の安全
を図ることができました。その結果、大小関わらず、怪我や事故等は全く発生しませんでした。また、水質検
査、薬剤の投入、プール浮遊物及び水中異物等の除去やプールの清掃等、プール運営管理の徹底を図ることがで
きました。

交付金事業の契約の概要

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 なし

（３）　交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第１条に規定する同法の目的の趣旨を踏まえて

総合保健福祉センター
温水プール運営管理

指名競争入札
株式会社　武翔総合管理
神奈川支店

11,502,000

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無

なし


